
H18（2006）.4.13

1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

6 月８日（日）湯村温泉街を舞台に「第９回全日本かくれんぼ大会」が開催されました。「も
ういいよ！」の合図で、524 人の「おに」が 222 人の「隠れ人」を探して街中を駆け回
りました。あちこちで「み～つけた」と楽しそうな声が響きました。「おに」と「隠れ人」は、
アニメのキャラクターや特撮ヒーローなど、ユニークな仮装をして楽しませてくれました。
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町政のうごきから

る
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、
貴
重
な

自
然
遺
産
を
数
多
く
保
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
多
く
の
人
に
周
知
・
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
た
め
に
は
、
観
光
地
の
動
画
や

リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
配
信
な
ど
質
の
高

い
情
報
提
供
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等

を
通
じ
て
地
域
の
映
像
を
収
録
し
、
都

市
部
の
情
報
セ
ン
タ
ー
等
に
て
映
像
を

放
送
す
る
こ
と
や
新
温
泉
町
出
身
者
や

新
温
泉
町
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
交
流
人
に

対
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
情
報
を
発
信
す

る
な
ど
、
地
域
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
、

観
光
客
や
交
流
人
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
く
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
観
光

地
や
漁
港
の
セ
リ
市
等
の
映
像
を
配

信
す
る

●
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
制
作

し
、
全
国
に
配
信
す
る

●
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
観
光

情
報
を
拡
充
す
る

●
新
温
泉
町
出
身
者
や
新
温
泉
町
の

フ
ァ
ン
で
あ
る
交
流
人
に
対
し
、

メ
ー
ル
等
で
情
報
を
提
供
す
る

●
自
主
放
送
番
組
で
町
内
の
観
光
に
関

す
る
番
組
を
放
送
す
る

企
業
の
効
率
的
な
情
報
発
信
を
推
進
す

る
た
め
、
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
情
報
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商

店
街
の
活
性
化
に
お
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
販
売
拡
大
の

た
め
の
商
店
街
情
報
や
オ
ン
ラ
イ
ン
受

発
注
、
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を

支
援
す
る
。

●
商
店
街
と
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
構
築
す
る

●
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
商

店
街
と
連
携
し
、
高
齢
者
が
簡
単
に

商
品
の
注
文
が
で
き
、
商
品
が
宅
配

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

●
自
主
放
送
に
て
地
元
企
業
の
広
告

（
Ｃ
Ｍ
）
を
導
入
す
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
中
小
企

業
に
関
す
る
支
援
情
報
を
提
供
す
る

◆
基
本
方
針
②

　

都
市
部
に
向
け
た
観
光
地
、
ふ
る
さ

と
映
像
の
配
信
に
よ
る
地
域
Ｐ
Ｒ
の
強
化

　

本
町
は
、
海
、
山
、
温
泉
を
包
含
す

　

今
月
は「
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・

交
流
の
促
進
」
で
す
。

【
情
報
通
信
技
術
活
用
の
個
別
目
標
】

①
農
林
水
産
業
の
活
性
化

②
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・
交
流
の

促
進

③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
促
進

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上

⑥
教
育
環
境
の
充
実

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
情
報
通
信
技
術
活

用
の
６
つ
の
個
別
目
標
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・

交
流
の
促
進

　

地
場
産
業
や
商
店
街
が
低
迷
し
て
い

る
な
か
、
中
小
企
業
の
情
報
化
の
支
援

や
商
店
街
情
報
化
の
支
援
を
行
う
こ
と

で
商
工
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

本
町
は
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
年
間

１
３
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
多
く

の
交
流
、
ふ
れ
あ
い
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
増
加

と
交
流
の
促
進
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
質
の
高
い

観
光
情
報
や
映
像
等
を
町
内
外
へ
発
信

し
、
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
仕
組
づ
く
り
や

各
観
光
資
源
・
施
設
間
が
連
携
し
、
来

訪
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
。

◆
基
本
方
針
①

　

商
店
街
や
中
小
企
業
の
活
性
化

　

商
工
会
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
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21
世
紀
を
先
導
す
る―

日ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
タ
ウ
ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て
②

※
ホ
ー
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
端
末

機
を
家
庭
に
設
置
し
、
居
な
が
ら
に
し

て
百
貨
店
・
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買

い
物
、
ホ
テ
ル
、
交
通
機
関
、
旅
行
代

理
店
な
ど
へ
の
予
約
を
行
う
こ
と
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
。

浜坂商店街納涼まつり
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町政のうごきから
◆
基
本
方
針
③

　

海
・
山
・
温
泉
の
連
携
に
よ
る
自
然

体
験
等
の
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出

　

余
暇
時
間
の
増
大
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
等
に
よ
り
、
観
光
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
て
き
て
お
り
、
地
域

の
生
活
を
体
験
し
た
り
、
独
自
の
文
化

に
親
し
む
な
ど
、
観
光
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
光

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
本
町
の
自

然
、
温
泉
、
歴
史
、
文
化
、
食
と
い
っ

た
地
域
の
優
れ
た
資
源
を
結
び
合
わ

せ
、
田
植
え
や
稲
刈
り
・
梨
狩
り
・
地

引
き
網
な
ど
魅
力
あ
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
創
出
が
求
め
ら
れ
る
。

　

各
観
光
施
設
間
の
連
携
等
に
よ
り
、

自
然
体
験
、
歴
史
学
習
等
、
自
然
資
源

の
再
発
掘
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
体
験
交

流
を
企
画
し
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
観
光
客
や
交
流
人
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
く
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
地
域

の
身
近
な
お
宝
（
地
域
資
源
）
に
関

す
る
情
報
を
募
り
、
そ
れ
を
デ
ー
タ

化
し
配
信
す
る

●
本
町
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
し
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
活
動
内
容
な
ど
の

情
報
を
提
供
す
る

き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

●
住
民
参
加
に
よ
る
自
主
放
送
番
組
を

企
画
・
制
作
す
る

●
町
民
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
新
温

泉
町
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
制
作
す
る

◆
基
本
方
針
④

　

官
民
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

地
域
情
報
交
換
の
強
化

　

本
町
は
、
平
成
17
年
10
月
1
日
に
浜

坂
町
と
温
泉
町
が
合
併
し
、
新
温
泉
町

と
な
っ
た
。
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を

促
進
し
、
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
し
、

地
域
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
地

域
情
報
を
町
民
全
て
が
共
有
で
き
、
情

報
交
換
が
可
能
な
機
会
を
創
出
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

官
民
連
携
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

自
主
放
送
番
組
の
制
作
や
新
温
泉
地
域

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
つ
く
り
、
町
民
が

地
元
の
役
立
つ
情
報
を
手
軽
に
入
手
で
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※
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
入
り
口
と
な
る

巨
大
な
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
こ
と
。
検
索

エ
ン
ジ
ン
や
リ
ン
ク
集
を
核
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
様
々
な
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
で
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
利
用
で
き
る
。

ブロードバンドあれこれ② 
「デジタルコンバージェンス革命で　　 

　　　　　住民生活が根底から変わる」

　「デジタルコンバージェンス」とは、コンピュー
タと家電、放送と通信などの境界を形成していた
アナログ技術の異質性がデジタル技術によって共
通化し、それぞれ単独で成り立っていた産業の垣
根が崩れ、異なる産業間の融合によって、再び、
新しい産業へと収斂（コンバージェンス）してい
く過程を意味しています。
　新しいテレビ時代に入ろうとしている現在、同
時にブロードバンドの時代も家庭において全く同
じタイミングでやってきました。
　放送・ブロードバンドは共にハードディスクの
中にデジタル化されたデータ、映像を蓄積し、動
画の場合はテレビ受像機に絵を出し、ＥＰＧ※に
よる録画予約など、まさにテレビとブロードバン
ドはその機能を一体化し、今まででは考えられな
かったような機能を装備し、新しい家庭でのデジ
タルコンバージェンス革命を引き起こそうとして
います。
　そして、こうした動きは、ホームセキュリティ、
介護といった家庭生活の分野においても新しい姿
を与え、電子レンジ、洗濯掃除システム、ドアの
管理システム、携帯電話などのユビキタスと連携、
新しい住民生活とコミュニティを作り出し、家庭、
住民生活に革命的な便利さをもたらしていくこと
が期待されています。

〔参考：時事 IT 情報（時事通信社）〕
※ＥＰＧとは、Electric Program Guide の略で、電子

番組表と呼ばれたりもしています。最大で 8 日間

分の番組表を、新聞のテレビ欄のようにテレビ画

面に表示するテレビ番組ガイド機能のことをＥＰ

Ｇといいます。
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町政のうごきから
H20（2008）.7.10
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地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

放
送
中
継
局
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

は
、
２
０
０
３
年
12
月
に
三
大
広
域
圏

（
関
東
・
中
京
・
近
畿
）
に
お
い
て
開
始

さ
れ
て
以
降
、
２
０
０
６
年
12
月
に
は

全
都
道
府
県
で
放
送
が
開
始
さ
れ
、
各

地
で
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
整
備
も
進
め
ら

れ
、
現
在
、
全
国
で
視
聴
可
能
エ
リ
ア

は
約
93
％
と
順
次
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
及
び
全
国
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
を
円
滑
に
進

め
る
観
点
か
ら
、
２
０
０
５
年
12
月
、

２
０
０
６
年
12
月
と
、
各
地
域
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
の
整
備
予
定
を
示

す
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
中
継
局
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
中
継
局
リ

ス
ト
）」
を
そ
の
都
度
見
直
し
を
図
り
、

公
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
中
継
局
リ

ス
ト
で
整
備
時
期
が
明
ら
か
で
な
か
っ

た
中
継
局
に
つ
い
て
整
備
時
期
を
明
確

化
す
る
観
点
か
ら
改
訂
さ
れ
、
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
記
の

と
お
り
で
す
。

夢
ネ
ッ
ト
に
触
れ
て
み
よ
う

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
施
設
見
学
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
試
写
会
、
そ

し
て
、出
前
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

浜坂中継局のデジタル化
（出展：地上デジタルテレビジョン放送中継ロードマップ　2008.03.31）

放送局名 デジタル化年 特　記

ＮＨＫ ２００９年

民　放
２００９年

（サンテレビを除く）

サンテレビ ２００９年 自力建設困難

※チャンネル番号（予定）　３０、３２、４０、３８、４２、３６、３４

夢
ネ
ッ
ト（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

体
験
コ
ー
ナ
ー

▼
設
置
場
所　

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

ロ
ビ
ー

▼
設
置
期
間　

　

平
成
20
年
7
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
利
用
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

　

午
後
5
時
30
分

▼
設
置
台
数　

1
台

夢
ネ
ッ
ト
施
設
見
学
会

▼
開
催
日　

平
成
20
年
７
月
23
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

▼
対
象　

浜
坂
地
域
在
住
の
方

▼
集
合
場
所　

　

午
後
1
時
役
場
正
面
玄
関
ま
た
は

　

午
後
1
時
30
分
町
民
セ
ン
タ
ー

※
役
場
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
（
定
員
28
名
）　

で
送

迎
し
ま
す
。

◆
参
加
申
し
込
み
先　

企
画
課

夢
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
試
写
会

◇
第
１
回

▼
開
催
日　

平
成
20
年
７
月
19
日（
土
）

　

午
後
６
時
～
９
時

▼
と
こ
ろ　

荒
湯
天
狗
ま
つ
り
会
場
内

◇
第
２
回

▼
開
催
日　

平
成
20
年
７
月
20
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
マ
リ
ン
ポ
ー
チ

出
前
講
座
を
受
付
中
で
す

　

本
年
度
は
出
前
講
座
で
次
の
よ
う
な

講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

▼出前講座メニュー
講　座　名 講　座　内　容

「夢ネットと浜坂地域ブロー
ドバンド整備について」

夢ネットの紹介と浜坂地域
ブロードバンド整備について

「夢ネットのコミュニティ
チャンネルを見てみよう」

コミュニティチャンネル
（自主放送）視聴



町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

H20（2008）.7.10

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
情

報
を
共
有
す
る
た
め
、一
部
を
回
答
と
と
も
に
本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

◇
役
場
若
し
く
は
温
泉
総
合
支
所
で
直

接
受
け
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
７
月

18
日（
金
）ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
」「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。
必
ず
、
役
場
健

康
課
若
し
く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福

祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
役
場
若
し
く
は
、
温
泉
総
合
支
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
１
）
新
し
い
証
は
８
月
１
日
か
ら

お
使
い
く
だ
さ
い
。

（
注
２
）
期
限
の
切
れ
た
証
は
、
各
自

で
破
棄
す
る
か
、
役
場
健
康
課
若
し

く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

８
月
１
日
か
ら
「
国
民
健
康
保
険 

 
高
齢
受
給
者
証
」
等
が
変
わ
り
ま
す

　

新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
は
区
長
・
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

７
月
24
日
以
降
に
お
届
け
し
ま
す
。

証の名称 内　　　　　容 証の取得方法

国民健康保険
高齢受給者証

新温泉町の国民健康保険被保険者で 70 歳以上 75
歳未満（後期高齢者医療制度で医療を受ける人は
除く）の人に交付する証

区長、町内会長
さ ん を 通 じ て
お届けします

国民健康保険
限度額適用認
定証

新温泉町の国民健康保険被保険者で 70 歳未満（後
期高齢者医療制度で医療を受ける人は除く）の人
を対象に交付する入院時の１ヶ月の医療費の限度
額を示した証

申 請 が 必 要
で す の で 役
場 健 康 課 若
しくは温泉総
合 支 所 住 民
福 祉 課 へ お
越しください

国民健康保険
限度額適用・
標準負担額減 
額認定証

新温泉町の国民健康保険被保険者の人（後期高齢
者医療制度で医療を受ける人は除く）で、住民税
非課税の人を対象に交付する入院時の食事代や
1 ヵ月の医療費の限度額を示した証



■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。
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受
付
・
診
療
時
間
に
つ
い
て

▼
受
付
時
間
の
原
則
は
、
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分
で
す
。

※
再
診
は
、
午
前
８
時
か
ら

▼
診
療
科
に
よ
っ
て
は
、
午
後
の
診
察

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
時
間

ま
で
に
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
整
形
外
科

　

毎
週
火
曜
日
（
午
後
１
時
～
２
時
）

　

毎
週
水
・
木
曜
日（
午
後
１
時
～
３
時
）

◇
耳
鼻
咽
喉
科

　

火
、
水
、
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
～
４
時
）

※
内
科
、
外
科
及
び
麻
酔
科
で
、
午
後

町政のうごきから

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

 

公
立
浜
坂
病
院
の
外
来
診
療
体
制
の
ご
案
内

の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
電

話
で
確
認
の
う
え
、ご
来
院
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
外
の
受
診
は
、
必
ず
電
話
で
確

認
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

（
注
）
診
察
が
午
後
９
時
ま
で
と
な
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
の
火
曜
日
午
後
の

外
来
診
察
の
再
開
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
各
種
検
診
の
た
め
休
診
し

て
お
り
ま
し
た
火
曜
日
午
後
の
外
来
診

察
を
７
月
22
日
よ
り
再
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

◆外来診療担当医表
診療科 月 火 水 木 金

内
科

一診
午前

川　西 松　岡 応援医師 重　白 応援医師
診察 9：15 ～

二診
( 予約 ) 松　岡 川　西 松　岡 松　岡 川　西

外　科 午前 山　田 古　澤 古　澤 山　田 古　澤

麻酔科
（痛みの外来）

午前 － 西　垣 西　垣 西　垣 西　垣

午後
（予約） － 西　垣 西　垣 西　垣 西　垣

整形外科
午前 － 山　本 植　田 植　田 －

午後 － 山　本 植　田 植　田 －

耳鼻咽喉科
午前 － 応援医師 応援医師 応援医師 応援医師

午後 － ※応援医師
7 月 22 日～ 応援医師 応援医師 －

　（注）医師の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。
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町政のうごきから

後
期
高
齢
者
医
療
制
度(

長
寿
医
療
制
度)

の

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
の
中
頃
に
送
付
し
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
お

一
人
お
ひ
と
り
に
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
額
は
平
成
19
年
中
の

所
得
に
応
じ
て
計
算
し
て
い
ま
す
。（
長
寿
医
療
制
度
と
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
通
称
名
の
こ
と
で
す
。）

保険料の計算方法
Ａ．所得割額

＋

Ｂ．均等割額 Ａ＋Ｂ
（19 年中の
　総所得金額等 × 8.07% 43,924 円 ＝

20 年度保険料額
（最高限度額５０万円） －基礎控除 33 万円）

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です（ここでいう控除額
とは、公的年金等控除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得
控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません）。

19 年中の世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の総所得金額等が一定金
額以下の場合は均等割額が軽減されます。

保
険
料
の
お
支
払
い 

　
　
　

方
法
に
つ
い
て

①
４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

お
支
払
い
）
さ
れ
て
い
る
人

　

平
成
20
年
度
保
険
料
額
か
ら

４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
額
（
仮
徴

収
額
）
を
差
し
引
い
た
残
額
が
、
10
・

12
・
２
月
に
分
け
て
特
別
徴
収
さ
れ
ま

す
。
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
10
月
分

で
徴
収
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

額
に
よ
っ
て
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴

収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
等
で
の
お
支

払
い
）
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
制
度
に
加
入
す
る
直
前
に
被
用
者
保

険
（
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
健
康
保

険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人

　

９
月
ま
で
は
軽
減
措
置
に
よ
り
保
険

料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
月
か
ら
平

成
21
年
３
月
ま
で
の
間
に
軽
減
後
の
額

（
２
１
９
６
円
）
が
特
別
徴
収
、
又
は

普
通
徴
収
に
よ
り
徴
収
さ
れ
ま
す
。

③　

①
、
②
以
外
の
人

　

７
月
か
ら
普
通
徴
収
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
通
徴
収

の
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

毎
月
９
回
で
す
。

　

た
だ
し
、
普
通
徴
収
の
人
で
も
10
月

以
降
に
特
別
徴
収
に
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
特
別
徴
収

に
関
す
る
通
知
書
を
事
前
に
お
送
り
し

ま
す
。特

別
徴
収
の
対
象
と 

　
　
　
　

な
ら
な
い
人

①
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人　

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
な
ど

　

な
お
、
災
害
で
大
き
な
損
害
を
受
け

た
と
き
、
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ

た
と
き
、
他
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が

死
亡
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
の

所
得
が
軽
減
判
定
基
準
以
下
と
な
る
と

き
、
一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受
け
た

と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
若
し
く
は

温
泉
総
合
支
所
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

福
祉
医
療
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　

医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

℡
（
０
７
８
）
3
２
６
‐
２
０
２
１



8

町政のうごきから
　
「
な
く
そ
う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
」
人
権
啓
発
推
進
条
例
制
定
の
町　

し
ん
お
ん
せ
ん

　

8
月
は

「差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
で
す

H20（2008）.7.10

広報しんおんせん（7月号）

わ
が
国
で
は
、
現
在
、
特
に
次
の
人
た

ち
や
次
の
こ
と
に
関
わ
る
差
別
・
人
権
問

題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
女
性

◇
子
ど
も

◇
高
齢
者

◇
障
が
い
者
（
視
覚
、
聴
覚
・
言
語
、

肢
体
不
自
由
、
内
部
、
知
的
、
精
神
、

発
達
）

◇
同
和
問
題

◇
外
国
人

◇
ア
イ
ヌ
の
人
々

◇
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感
染
者
・

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
等

◇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

◇
犯
罪
被
害
者
等

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

◇
矯
正
施
設
被
収
容
者

◇
性
的
指
向
に
よ
る
偏
見
・
差
別

◇
ホ
ー
ム
レ
ス

◇
性
同
一
性
障
が
い
者

啓
発
推
進
条
例
を
制
定
し
、
本
町
人
権

啓
発
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

町
行
政
と
町
民
が
と
も
に
、
人
権
意

識
を
高
め
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
差
別
の
な
い
誇
り
が
持
て
る
町
、
地

域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
定

め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を

す
す
め
る
」
こ
と
を
町
民
運
動
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
８
月
を
推
進

強
調
月
間
と
し
て
、
人
権
講
演
会
、
街

頭
啓
発
、
人
権
学
習
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

社
会
の
発
展
に
つ
れ
て
、
人
や
情
報
の

行
き
来
が
広
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
か
か

わ
っ
た
り
触
れ
た
り
す
る
世
界
は
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
今
ま
で
自
分
が

知
ら
な
か
っ
た
り
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
り

す
る
差
別
・
人
権
問
題
と
出
合
う
き
っ

か
け
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
差
別
・
人
権
問
題
を
学

び
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
中
の
偏
見
や

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
す
ぐ
に

課
題
と
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

課
題
と
さ
れ
る
ま
で
も
、ひ
ど
い
差
別
・

人
権
侵
害
を
さ
れ
て
き
た
人
た
ち
が
、
こ

れ
は
差
別
・
人
権
問
題
と
訴
え
続
け
て

よ
う
や
く
課
題
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
、
存
在
す
る
差
別
・
人
権

問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
や
環
境
、

生
活
・
文
化
、
価
値
観
の
中
で
生
き
て

い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
認
識
が
広
が

り
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
埋
も
れ
て
い
た
差

別
・
人
権
問
題
が
新
た
な
課
題
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

「
21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
」
と
さ
れ
、

国
際
社
会
、
国
内
、
兵
庫
県
に
お
い
て

人
権
に
関
す
る
取
組
の
一
層
の
推
進
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
人
権
に
関
す
る
取
組
の

推
進
は
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
人
権

【
平
成
19
年
度
新
温
泉
町
人
権
標
語
優
秀
作
品
】

み
ん
な
な
か
よ
し　

元
気
い
っ
ぱ
い　

え
が
お
も
い
っ
ぱ
い　
　

浜
坂
北
小
学
校
２
年
（
当
時
）　

越
中　

大
貴　

さ
ん

差
別
意
識
を
見
つ
め
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
人
権
推
進
の
取
組
に
、

ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
の
街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド
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広報しんおんせん（7月号）

8 月推進強調月間の行事予定
◇ 7 月 29 日（火）　企業・事業所訪問啓発
◇ 8 月    1 日（金）　各地区街頭啓発（のぼり設置、啓発チラシ・グッズ配付、街頭放送）
　　　　　　　　　 たそがれコンサート（午後 5 時 15 分～、ＪＲ浜坂駅前）※雨天中止
　　　　　　　　　 　浜坂少年少女音楽隊演奏、浜坂中学校吹奏楽部演奏、浜坂北小学校児童演技
　　　　　　　　　 　前日 7 月 31 日（木）午後 10 時から駅前駐車場及び通路を閉鎖します。その間
　　　　　　　　　　浜坂駅パーク＆レールご利用者の代替駐車場は、文化会館駐車場となります。
　　　　　　　　　　ご理解、ご協力をお願いします。
　　　　　　　　　 街頭パレード（午後 5 時 45 分～、ＪＲ浜坂駅前→浜坂保育所）※雨天中止
　　　　　　　　　 　浜坂少年少女音楽隊・浜坂中学校吹奏楽部による演奏パレード
◇ 8 月    6 日（水）　人権相談日（午前 9 時～ 11 時 30 分、文化会館・町民センター）
◇ 8 月    9 日（土）　人権を考えるつどい（午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分、夢ホール　※参加費無料）

　　　　　　　　   　　講演「テーマ：ＡなのにＡでない」
　　　　　　　　　　　（講師：野の花診療所院長〔鳥取市〕　徳永　進　氏）、
　　　　　　　　　　　人権ポスター・標語優秀作品表彰、パネル展示
　　　　　　　　　　　＊講師紹介＊

●各地区人権学習会（参加費無料）
　◇時間　午後７時３０分～９時
　◇内容　障がい問題等人権啓発ビデオドラマ上映、お話　

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
ド
ラ
マ
紹
介

　
　
　

お
子
様
、
お
孫
様
も
ご
一
緒
に

「
新
ち
ゃ
ん
が
な
い
た
！
」

　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
問
題（
36
分
）

　

四
肢
性
マ
ヒ
と
い
う
障
が
い
を
も
つ

新
ち
ゃ
ん
が
、
病
院
設
備
の
整
っ
た
学

校
か
ら
幼
な
じ
み
の
ツ
ヨ
シ
の
通
う
小

学
校
に
転
入
。
様
々
な
い
や
が
ら
せ
や

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
…
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
ご
覧

い
た
だ
け
る
ア
ニ
メ
で
す
。

「
ぼ
く
の
お
姉
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　

障
が
い
問
題
（
36
分
）

　
『
ぼ
く
』
の
お
姉
さ
ん
は
、
ダ
ウ
ン

症
を
も
っ
て
い
る
。
で
も
、
福
祉
作
業

所
で
働
き
、
懸
命
に
生
き
て
い
る
。
そ

ん
な
お
姉
さ
ん
と
『
ぼ
く
』
と
家
族
は

…
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

人
権
学
習
会
の
ご
相
談
は

　

各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
・
助
言
者

の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

地　区 日　時 会　場 内　容
赤　崎  8 月   3 日（日） 和田公民館

アニメドラマ

「新ちゃんがないた！」

久斗山  8 月   6 日（水） 久斗山ふれあいセンター
居　組  8 月   8 日（金） 婦人の家
久　斗  8 月   9 日（土） 浜坂東小学校ミーティングルーム
大　庭  8 月 22 日（金） 浜坂南小学校 2 階ふれあいルーム
三　尾  8 月 23 日（土） 三尾集会所
諸　寄  8 月 24 日（日） 諸寄基幹集落センター
浜　坂  8 月 27 日（水） 文化会館２階大会議室 ドラマ「ぼくのお姉さん」

　鳥取赤十字病院内科部長を経て、2001（平成 13）年 12 月、ホスピスケア（＊注）
のある 19 床の有床診療所「野の花診療所」を始める。1982（昭和 57）年、「死の中
の笑み」で講談社ノンフィクション賞を受賞、「医療の現場で考えたこと」ほか著書
多数。1992（平成 4）年、独自の信念で地域医療に貢献している人に贈られる第 1
回若月賞を受賞した。
＊注）ホスピスケア　…　生命を脅かす疾患に起因した諸問題に直面している患者と
家族の生活の質や生命の質を改善する方策で、痛み、その他の身体的、心理社会的、
スピリチュアルな諸問題の早期かつ確実な診断、早期治療によって苦しみを予防し、
苦しみから解放することを目標とする。＜ＷＨＯ（世界保健機関）の緩和ケアの定義＞
※講演に関する問い合わせは、教育委員会　社会教育課（人権担当）へ
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加藤文太郎
記念図書館

「7月のおすすめの本」
ご案内

ムーヴド 
　谷村志穂　著／実業之日本社

平凡に幸せだった佐緒里に突然訪れた、
〈サバイバルな日々〉。夫は愛人のもとへ
行き、実家の父は脳溢血で倒れ、愛を
告白された同僚は同性愛者だった。そ
んな中でも彼女は新しい自分を発見し、
自分なりの居場所を探していくが…。

親の品格
坂東真理子　著／ＰＨＰ研究所

親から子へ伝えておきたい 66 のこと、
「子どもの機嫌を取らない」「みんなで
食事をする」「手伝いをさせる」「悪口
を言わない」そんなあたりまえだけど
大事なことについて、「女性の品格」の
著者がシンプルに語る、即実践できる
目からウロコの一冊。

わたしの味　野菜たっぷり
　栗原はるみ　著／集英社

もっと野菜を楽しもう。毎日のおかず
から、バランスのいいお弁当、野菜を
使ったおやつまでレパートリーを広げ
ましょう。ちょっとした工夫で普段の
おかずがごちそうに生まれ変わります。
元気をつくる 84 のレシピをどうぞ。

ふんふん　なんだかいいにおい
にしまきかやこ　著／こぐま社

今日はさっちゃんのお母さんの誕生日。
大急ぎで朝ごはんをたべたので、服に
は目玉焼きやスープなどおいしい匂い
がついてしまいました。その匂いに誘
われていろんな動物の子ども達が寄っ
てきて、大変なことに…。長く読み継
がれてきた素敵な絵本。

おまかせコックさん
鈴木まもる　絵／金の星社

かわいい小さなコックさんたちが、手
際も鮮やかにいろんな食材を料理して
いきます。りんごにバナナにきゅうり
にウインナーそれからそれから…。いっ
たい何ができるかな？そして最後に
びっくりするお客さんがあらわれます。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『うみのおまつり　どどんとせ』他
◆と 　き　7月12日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『うみのいるか』他
◆と 　き　7月26日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

夏休み宿題特別コーナー　   
自由研究、読書感想文、工作など夏
休みの学習に役立つ本をそろえて特
別コーナーを設置しますので、ご利用
ください。
◆期　間　7月16日（水）～8月31日（日）

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（7月号） 10

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
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広報しんおんせん（7月号）

び～ちふぇすた２００８いん　しんおんせん

　新温泉町誕生の記念事業としてスタートした「び～ちふぇすた」は、今
年で３回目となります。山陰海岸国立公園に位置づけられている浜坂県民
サンビーチを広くＰＲするとともに、住民の皆さまに海の素晴らしさを再
認識していただき海への関心を深めてもらうため、次のとおり「び～ちふぇ
すた」を開催します。

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

7月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

7月23日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

7月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

7月17日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

ビーチバレーボール　　　　 
　　　　　　　　 大会参加募集

◆募集区分　
・ミ ッ ク ス の 部
　（競技者に必ず女性１名以上を出場）
・レディースの部
　（女性のみで構成されるチーム）
◆参加資格　中学生以上の男女で心身ともに健
　　　　　　康に自信のある人
◆選手登録　１チーム６人まで
◆参 加 料　１チーム４０００円
◆募集チーム数　ミックスの部、レディースの部

　　　　　　　各 27 チーム
　　　　　　　　計 54 チーム（先着順）
◆募集期限　７月 25 日（金）

―問い合わせ―
び～ちふぇすた実行委員会

（教育委員会　社会教育課内）
℡（０７９６）８２ ‐ ５６２９

◆と　き　８月 17 日（日）午前８時 30 分～
　　　　　※雨天決行
◆ところ　浜坂県民サンビーチ　特設会場
◆主　催　び～ちふぇすた実行委員会
◆内　容　・4 人制ビーチバレー
　　　　　　ミックスの部（混成チーム）
　　　　　　レディースの部
　　　　　・マリンスポーツ体験コーナー
　　　　　・特別ゲストによるエキシビジョン
　　　　　　マッチ、サイン会
　　　　　・ビーチクリーンアップ
　　　　　・エコフラッグ共同宣言
◆招待選手　高尾和行選手（アトランタ五輪出場選
　　（予定）　手）、青山繁さん（元日本代表選手、
　　　　　　バルセロナ五輪出場選手）　他
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 6 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（7月号）

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 不問 750 ～ 950

販売補助 800 ～ 950
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200

サイバーワールド 調理補助
及び接客 不問 700 ～ 900

日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790

㈱マルワ渡辺水産 事務員 不問 750 ～ 880

㈲山米鮮魚
事務

不問
750 ～ 850

加工 750
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,180

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈱コメリ 販売員 不問 750 ～ 800
（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋
布団敷き

不問
800

客室係 1,300
料飲係 950 ～ 1,100

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200 ～ 1,400

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 730
看護員 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
湯村クリーンサービス 美装業務 不問 800 ～ 850
㈲ ゆ む ら 観 光
伯雲亭 旅館手伝い 不問 700 ～ 800

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300
オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 175 ～ 225
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 151

㈲山米鮮魚 ホームページ
作成補助 不問 130 ～ 180

㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250 ～ 300
㈱山陽フードサービス 栄養士 不問 140 ～ 250

日清医療食品㈱
近畿支店

調理員
不問 133 ～ 146調理師

栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 不問 190 ～ 300
販売管理 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

㈱マルワ渡辺水産 事務員 不問 145 ～ 200
㈱第一食品 調理師 不問 175 ～ 230

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140 ～ 150

営業係 145 ～ 155
客室係 225 ～ 260

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
調理師及び
見習い 35 以下 150 ～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 231 ～ 256
㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226
㈱寿荘 配膳係 不問 180 ～ 250
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 140
看護師 152

㈱西沢製作所 溶接工 不問 143

富士綜合警備保障㈱

警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
機動パトロール
及び機械警備員 18 以上 140 ～ 170

営業 64 以下 150 ～ 200

セコム㈱兵庫本部 セキュリティ
スタッフ 18 以上 155 ～ 170

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 190
寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35 以下 137 ～ 200
㈲北兵庫運送 運転手 不問 250 ～ 330
㈱マルワフーズ
渡辺水産

水産物の
加工等 64 以下 128 ～ 149
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移
り
変
わ
り
行
く
時
代
と
と
も
に
山

村
の
暮
ら
し
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
豊
か
さ
と
と
も
に
農
業

経
営
も
近
代
化
が
進
み
、
農
作
業
は
と

て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農

業
の
規
模
拡
大
と
い
う
面
で
は
大
き
く

成
長
を
遂
げ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

反
面
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
裏
で
、
厳
し
い

農
業
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
食
の
問
題
で
は
、
最
近
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、牛
肉
の
産
地
偽
装
問
題
を
始
め
、

中
国
の
冷
凍
ギ
ョ
ウ
ザ
の
問
題
な
ど
、

食
の
安
全
に
つ
い
て
、
消
費
者
の
不
安

が
つ
の
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
か
ら
見
た
食
料
自
給
率
が

40
％
を
下
回
り
、
残
り
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
我
が
国
は
、
食
料
自
給
率
の
強

H20（2008）.7.10

　

―

農
業
委
員
会
情
報
№
29―

も
っ
た
い
な
い
農
地

化
を
し
て
い
く
必
用
性
が
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

国
内
の
農
業
の
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地

を
守
り
、
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、新
し
い
農
業
施
策
で
あ
る
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
を
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
と
も
に
推
進
す
る
事
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
次
代
を
担

う
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
、
農
業
に
つ
い

て
、
今
一
度
見
つ
め
な
お
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
先
祖
か
ら
引
き
継
い
で

き
た
大
切
な
農
地
を
次
世
代
に
伝
え
て

行
く
た
め
に
も
、
今
後
に
お
け
る
農
業

経
営
確
立
を
め
ざ
し
て
、「
も
っ
た
い

な
い
」
と
言
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
私
達
は
、
自
覚
と

誇
り
を
も
っ
て
農
地
と
担
い
手
を
守
り

活
か
す
こ
と
が
、
農
業
委
員
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
と
考
え
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
と
も
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

農
政
の
動
き
を
知
り

　
　
　
　
　
　
　

経
営
に
役
立
て
る

「
全
国
農
業
新
聞
」

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
経
営

や
暮
ら
し
な
ど
農
業
に
関
す
る
情
報
を

は
じ
め
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
も
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

◇
発
行
日　

毎
週
金
曜
日

◇
購
読
料　

月
６
０
０
円
（
税
込
）

※
購
読
の
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（7月号）

　

団
塊
の
世
代
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
中
、
担
い
手
を
失
っ
た
遊
休
農
地
、
ま
た
全

く
管
理
の
出
来
て
い
な
い
放
棄
地
な
ど
、
最
近
大
変
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
中
に
は
原
野
化
し
た
農
地
も
あ
る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

な
農
地
「
も
っ
た
い
な
い
な
あ
」
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。
先
祖
か
ら
大
切
に
守
り
引

き
継
が
れ
て
き
た
農
地
の
行
く
末
が
、
こ
の
ま
ま
荒
廃
が
進
め
ば
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
作
り
方

①
な
す
は
ヘ
タ
を
取
り
、
縦
２
つ
割
に

す
る
。

②
に
ん
に
く
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
蒸
気
が
あ
が
っ
た
蒸
し
器
で
、
①
を

10
分
程
度
蒸
す
。

④
な
す
を
冷
ま
し
て
か
ら
、
混
ぜ
合
わ

せ
た
調
味
料
を
上
か
ら
か
け
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
な
す
の
酢
油
か
け

◆材料（４人分）
・なす・・・・・・・6 個
・酢・・・・・・大さじ 1
・しょう油・・大さじ 1 と 1/2
・ごま油・・・・小さじ 1
・にんにく・・・・・1 片

▲井堰水路管理作業にあたる
　　　　　　戸田地区のみなさん
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田君川バイカモ祭り
　バイカモ群生の復活を祝うとともに地域の活性化を目
的として、6 月 15 日（日）田君川バイカモ公園で、４
年ぶりとなる「田君川バイカモ祭り」（田君川バイカモ
保存会主催）が開催されました。
　田君川のバイカモは、平成 16 年秋に相次いだ台風な
どでほぼ全滅しましたが、地域をあげてバイカモの苗の
移植に取り組み、今年は水面いっぱいに白い花が広がり
ました。祭ではニジマスのつかみ取りイベントや地元保
存会による麒麟獅子舞などが行われ、新じゃが汁の無料
サービス、農産物などのバザーも行われました。

浜坂相撲大会兼わんぱく相撲大会
　青少年の健全育成を目的とした「第 3 回新温泉町浜
坂相撲大会兼第 20 回わんぱく相撲美方場所」を 6 月
22 日（日）、浜坂相撲場で開催しました。
　本大会では女子を含む小学生 28 人が、男女、学年別
にリーグ戦やトーナメントで対戦し、豪快な投げや土俵
際での競り合いなど、白熱した取り組みを行いました。
　今年は本町出身の大相撲力士、蓮台山（本名・清水弓
雄さん）をゲストに迎え、小学生力士とぶつかり稽古も
行われました。

　夢ホールステージオペレータークラブ主催「Queen's 
Tears Honey アカペラコンサート」が 6 月 21 日（土）、
夢ホールで開催されました。
　コンサートは「上を向いて歩こう」のカバーで幕開け
し、オリジナル曲などをテンポの良い美しいコーラス
ワークで歌い上げました。同グループは神戸を中心に活
動する女性 6 人組みで、楽器を使わず、人の声だけで
曲を演奏するアカペラで、会場を訪れた観客約 150 人
を魅了しました。

Queen's Tears Honey アカペラコンサート

H20（2008）.7.10

　6 月 21 日（土）加藤文太郎記念図書館で、町内在住
の古西利佳さんを講師に迎えた手作り教室「おしゃれな
ビーズ細工」を実施しました。
　教室には 10 人が参加し、ビーズを使ったネックレス
を作りました。はじめて作る人もあり、糸にビーズを上
手く通すところからがんばりました。参加者の皆さんは、
大変熱心に取り組み、素敵な作品が出来上がりました。
参加者は「これを機会に、ビーズを使ったいろいろな作
品づくりにも今後挑戦してみたい」と話していました。

手作り教室「おしゃれなビーズ細工」

広報しんおんせん（7月号）
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　　　　　　久斗山創造の森ふれあいまつり

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（7月号）

　6 月１日（日）、湯村温泉街で湯村温泉まつりが行わ
れました。この祭りは、湯村温泉を発見した慈覚大師
への感謝と、子どもの健やかな成長を祈願するもので、
700 年以上前から続く伝統行事です。
　名物の「菖蒲の大綱引き」では、600 人の参加者が、
長さ 100m、重さ約 4 ｔもある大綱を引き合いました。
大綱引きには商売繁盛や豊作の願いが込められていま
す。今年の結果は、２年連続で引き分けとなり、今年も
商売繁盛で豊作の一年になりそうです。

　自然のふれあいと、都市と農村の交流を目的に久斗山
集落と久斗山村づくり実行委員会の主催で行っている
久斗山「創造の森」ふれあいまつりが、6 月 1 日（日）、
久斗山本谷地区の「創造の森」で行われました。
　丸太切り競争などのイベントの他、山菜天ぷらや、焼
きそば、栃もちなどのバザーも行われ、地区民全員でま
つりを盛り上げました。

　国の重要無形文化財に指定されている「但馬久谷の菖
蒲（しょうぶ）綱引き」が、旧の節句の 6 月 5 日（木）、
久谷集落内で行われました。
　綱引きは、その年の豊作と無病息災、繁盛を祈って約
150 人が参加し、大人組と子ども組に分かれて長さ約
40 メートルの綱を 7 回引き合いました。勝負は 7 回目
の「納め綱」に大人組が勝つことで、その年の村の安泰
と豊作が約束されるという言い伝えどおり大人組が勝利
しました。

但馬久谷の菖蒲綱引き

湯村温泉まつり

　6 月 14 日（土）浜坂多目的集会施設で、混声合唱団
しおかぜ（三保谷真砂子団長）主催の「第 11 回しおか
ぜ音楽祭」が開催されました。
　会場には約 250 人が訪れ、本町にちなんだふるさと
の歌「岸田川」や「春来三里」など 13 曲を披露し、美
しい歌声を会場に響かせました。また、本年は豊岡市出
身のバリトン歌手、右近義徳さんをゲストに迎え、「平
城山」など５曲を歌い、訪れた観客は熱心に聞き入って
いました。

しおかぜ音楽祭
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.7.10

ご
案
内

広報しんおんせん（7月号）

第
７
回
俳
句
と
書
の
出
会
い

‐
い
と
お
し
い
日
々
‐

▼
と
き　

７
月
12
日
（
土
）
～

　

８
月
６
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容

【
俳
句
】
町
内
在
住
で
俳
句
を
指
導
し

て
い
る
尾
崎
龍
さ
ん
と
俳
句
教
室
の

生
徒
の
作
品

【
書
道
】
養
父
市
在
住
で
滴
心
書
道
会

を
主
宰
し
て
い
る
書
家
綿
貫
墨
石
さ

ん
と
会
員
の
作
品

▼
展
示
数　

約
40
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
08

　

迫
力
満
点
の
曲
技
飛
行
、
各
種
ス
カ

イ
ス
ポ
ー
ツ
機
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
及
び

熱
気
球
、
セ
ス
ナ
機
に
よ
る
体
感
フ
ラ

イ
ト
。
そ
の
他
に
も
お
子
様
に
人
気
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
夏
休
み
の
ひ
と

時
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
26
日
（
土
）
～

　

27
日
（
日
）　

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

　

空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　
（
豊
岡
市
役
所
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
４
０
１

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

▼
期
間　

7
月
22
日
（
火
）
～

　

8
月
31
日
（
日
）
ま
で

▼
営
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
入
館
料　

町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

は
無
料

▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

七釜温泉ゆーらく館３周年記念イベント

　七釜温泉ゆーらく館は、おかげさまで開館３周年
を迎えます。開館３周年を記念して、入浴された方
を対象に、折りたたみ自転車などがあたる抽選（空
クジなし）を行います。ぜひご来館下さい。
◇と　き　７月 23 日（水）
◇ところ　七釜温泉ゆーらく館

―問い合わせ―
七釜温泉ゆーらく館

℡（０７９６）８３ ‐ １５２６

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６
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木
の
殿
堂
特
別
企
画
展

前
田
華か

汀て
い　

書
展

　

養
父
市
大
屋
在
住
の
若
き
書
道
家
、

前
田
華
汀
さ
ん
の
書
展
を
開
催
し
ま

す
。
独
特
の
作
風
の
書
の
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
20
日
（
日
）
～

　

８
月
31
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂　

北
ホ
ワ
イ
エ

押
し
花
絵
展

　

豊
岡
市
在
住
の
山
本
ふ
う
さ
ん
が
作

製
し
た
押
し
花
絵
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
可
憐
に
そ
し
て
色
鮮
や
か
に
咲
く

野
花
や
樹
木
を
押
し
花
に
し
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
草
花
の
造
形
の
美
し
さ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
20
日
（
日
）
～

　

８
月
31
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂　

南
ホ
ワ
イ
エ

―

問
い
合
わ
せ―

　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

は
ま
さ
か
の
里　

夏
祭
り
開
催

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
入
所
者
の
皆
さ
ん

と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

は
ま
さ
か
の
里

▼
問
い
合
わ
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
さ
か
の
里

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
５
３
３

浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
松
の
湯
）
は
、
施
設
点
検
の
た

め
次
の
と
お
り
、
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
休
館
日　

７
月
20
日
（
日
）

広報しんおんせん（7月号）

H20（2008）.7.10

お
知
ら
せ

　

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
、
次
の
と
お

り
時
間
等
を
変
更
し
、
無
休
で
営
業
し

ま
す
。

▼
夏
期
営
業

◇
期
間　

７
月
22
日
（
火
）
～

　

８
月
31
日
（
日
）

◇
営
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
観
光
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら　

サ
マ
ー
タ
イ
ム
営
業
の
お
知
ら
せ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
で

は
、
次
の
と
お
り
サ
マ
ー
タ
イ
ム
営
業

を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
19
日
（
土
）
～

　

８
月
31
日
（
日
）

※
こ
の
期
間
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
水
曜
日
の
町
民
優
待
日
も
あ
り

ま
せ
ん
。
優
待
日
は
９
月
10
日
よ
り

再
開
し
ま
す
。

▼
営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

（
受
付
終
了　

午
後
７
時
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
０
０
２

憲
政
の
神
様
「
齋
藤
隆
夫
」
の
墨
跡
・

遺
品
な
ど
の
提
供
・
借
用
の
お
願
い

　

豊
岡
市
出
石
が
生
ん
だ
偉
大
な
政
治

家
「
齋
藤
隆
夫
」
の
没
後
60
回
忌
を
来

年
迎
え
る
に
あ
た
り
、
齋
藤
隆
夫
の
墨

跡
・
遺
品
も
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
埋

蔵
、
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
元
、
齋
藤
隆
夫
顕
彰
会
で
は
、「
遺

墨
・
遺
品
展
」
な
ど
記
念
事
業
も
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
手

元
や
お
知
り
合
い
の
お
宅
に
「
齋
藤
隆

夫
」
に
関
す
る
資
料
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
提
供
ま
た
は
借
用
希
望
品

　

齋
藤
隆
夫
さ
ん
の
写
真
、
手
紙
、
書

籍
、
額
、
掛
け
軸
、
屏
風
な
ど

▼
募
集
期
限　

８
月
31
日
（
日
）
ま
で

▼
そ
の
他　

提
供
品
ま
た
は
借
用
品
の

受
け
取
り
、
管
理
、
返
却
は
㈶
齋
藤

隆
夫
顕
彰
会
が
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
市
役
所　

出
石
総
合
支
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
52
‐
３
１
１
１
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水
道
料
金
審
議
会
委
員

に
つ
い
て

　

審
議
会
委
員
10
名
の
方
が
次
の
と

お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
で
も
安

心
安
全
な
水
を
安
定
し
て
給
水
す
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
の
水
道
事
業
の
あ
り
方

と
料
金
に
つ
い
て
、
審
議
を
い
た
だ
き

ま
す
。（
浜
坂
上
水
道
は
昭
和
52
年
よ
り
、

温
泉
地
域
で
は
昭
和
51
年
よ
り
現
在
の

水
道
料
金
単
価
を
維
持
し
て
い
ま
す
。）

▼
審
議
会
委
員
の
み
な
さ
ん（
敬
称
略
）

◇
会
長　

諸
寄
財
産
区
管
理
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
昭
雄

◇
副
会
長　

税
理
士　
　
　

丸
上
八
朗

新
温
泉
町
自
治
連
合
会　
　

高
岡
昌
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
澤
典
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
衆
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

明

新
温
泉
町
婦
人
会　
　
　
　

谷
口
善
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
越
敦
子

浜
坂
温
泉
お
宿
組
合　
　
　

加
藤
好
顕

湯
村
温
泉
旅
館
料
飲
組
合　

左
近
豊
文

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

　

温
泉
地
域
の
個
別
処
理
区
域
が
対
象

の
浄
化
槽
設
置
事
業
は
平
成
20
年
度
で

町
の
補
助
事
業
が
終
了
し
ま
す
。
未
設

置
の
ご
家
庭
で
設
置
希
望
の
方
は
お
早

め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

接
続
奨
励
金
に
つ
い
て

　

特
環
下
水
道
温
泉
処
理
区
で
は
、
事

業
完
了
後
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接
続

す
る
と
、
接
続
奨
励
金
の
交
付
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成
20
年
度
が
最
終
年
度
に

な
り
ま
す
。
お
早
め
の
下
水
道
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
類
を
流
さ
な
い
で
下
さ
い

　

下
水
道
の
中
継
ポ
ン
プ
故
障
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
布
類
や
ナ
イ

ロ
ン
・
固
形
物
等
に
よ
り
ポ
ン
プ
が
動

か
な
く
な
る
た
め
で
す
。

　

使
用
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

上
下
水
道
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４ 

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

H20（2008）.7.10

広報しんおんせん（7月号）

い
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
す
べ
て
の
待
遇

に
お
い
て
差
別
的
に
取
り
扱
う
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
①
以
外
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に

つ
い
て
も
賃
金
、
教
育
訓
練
、
福
利

厚
生
に
お
い
て
通
常
の
労
働
者
と
の

働
き
方
の
違
い
に
応
じ
て
均
衡
（
バ

ラ
ン
ス
）
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か
ら
通
常
の

労
働
者
へ
転
換
す
る
機
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

か
ら
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
を
推
進

す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
０
８
２
０

▼
雇
い
入
れ
の
際
に
は
、
労
働
条
件
を

文
書
な
ど
で
明
示
し
ま
し
ょ
う

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

を
雇
い
入
れ
た
際
や
、
労
働
契
約
を
更

新
す
る
際
に
は
、
労
働
基
準
法
に
よ
り

労
働
条
件
の
明
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
事
項
に
加
え
、
一
定
の
事
項
（
昇

給
、
退
職
手
当
、
賞
与
の
有
無
）
を
、

文
書
の
交
付
等
に
よ
り
明
示
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た

事
項
を
説
明
し
ま
し
ょ
う

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、

そ
の
待
遇
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
考

慮
し
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待
遇
は
働

き
方
に
応
じ
て
決
定
し
ま
し
ょ
う

①
通
常
の
労
働
者
（
正
社
員
）
と
同
視

す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
そ
の
能
力
を
一
層
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
働

き
や
貢
献
に
応
じ
た
待
遇
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
「
公
正
な
待
遇
の
実
現
」
を
目
指

す
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改
正
さ
れ
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
は
ま
さ
か
北
児
童
ク
ラ
ブ
」 

の
利
用
児
童
募
集
！

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
利
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

７
月
下
旬
か
ら
は
夏
休
み
に
入
り
ま
す

の
で
、
夏
休
み
期
間
に
利
用
を
希
望
さ

れ
る
人
も
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
負
担
金

◇
利
用
料
金
（
月
額
）

・
４
、７
、
12
、
１
、３
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
０
円

・
５
、６
、９
、
10
、
11
、
２
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

・
８
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

◇
一
時
利
用
（
日
額
）         

５
０
０
円

※
半
日
利
用
に
つ
い
て
は
半
額
で
利
用

で
き
ま
す
。

◇
お
や
つ
代
（
月
額
）　　

 

千
円
前
後

※
実
費
相
当
額

◇
保
険
料
（
月
額
） 　
　
　

１
５
０
円

▼
開
設
時
間

◇
月
～
金
曜
日　

小
学
校
終
業
時
～　

午
後
６
時
ま
で

◇
土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
（
春
、
夏
、

冬
）　

午
前
８
時
～
６
時
ま
で

※
日
、
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

▼
開
設
場
所　

浜
坂
北
小
学
校

　
（
味
道
館
２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

▼
対
象
児
童　

新
温
泉
町
に
住
所
の
あ

る
小
学
校
の
児
童

▼
負
担
金
の
減
免

◇
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
額
免
除

◇
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

に
準
ず
る
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
額
免
除

▼
そ
の
他　

送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

H20（2008）.7.10

介護保険料の本算定を行います
　介護保険制度の被保険者は、40 歳から 64 歳までの
医療保険加入者（第 2 号被保険者）と 65 歳以上のす
べての人（第 1 号被保険者）が対象です。この制度は、
みなさんの保険料と公費で運営されており、保険料を
納めることで、介護が必要になったとき、安心してサー
ビスを利用することができます。
　７月は第 1 号被保険者の平成 20 年度（平成 20 年４
月～平成 21 年３月）の介護保険料額を決定する月で
す。介護保険料は 65 歳以上の人及び 65 歳以上の人と
同じ世帯の人全員の前年の所得・課税状況をもとに決
定されます。65 歳以上の人には７月中旬頃から順次納
入通知書（介護保険料額決定通知書）を発送しますの
で、今年度の介護保険料と納付方法をご確認ください。

◆保険料の納め方
○特別徴収
　受給している年金の年額が 18 万円（月額１万 5,000
円）以上の人は、２ヶ月ごとの年金定期支払時に、２ヶ
月分の介護保険料が差し引かれます。
○普通徴収
　受給している年金が年額 18 万円未満の人、特別徴
収が開始される前の人で、口座振替の届出をされてい
ない人は納付書を送付しますので、納付期限までにお
近くの金融機関で納めてください。また、納め忘れが
ないよう、口座振替をお勧めしています。
　口座振替により納付する人は、各納期の月末（月末
が休日の場合は翌金融機関営業日）に引落になります
ので残高をご確認いただきますようお願いします。
　普通徴収の納期は 7 月、9 月、11 月、１月です。
◆保険料は期限までに納めましょう
　普通徴収の納期限は各納期の月末です。保険料の滞
納があった場合、介護サービスを利用するときに支払
う１割の自己負担額が、３割になるなど、滞納期間に
応じた保険給付の制限を受けることがあります。必ず
納期限内に納めましょう。

―問い合わせ―
福祉課　介護保険係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２０

募　

集

広報しんおんせん（7月号）
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I N F O R M A T I O N
H20（2008）.7.10

広報しんおんせん（7月号）

コース 対象年齢 受付期間 試験期日

 防衛大学校学生 
 高卒 （見込含む）  

 21 歳未満の者 

 推薦試験　9 月 5 日 （金） ～ 9 日 （火）  9 月 27 日 （土） ・ 28 日 （日） 

 一般試験　9 月 8 日 （月） ～ 30 日 （火）  11 月 15 日 （土） ・ 16 日 （日）

 防衛医科大学校学生 
 高卒 （見込含む） 

 21 歳未満の者 
 9 月 8 日 （月） ～ 30 日 （火）  11 月 1 日 （土） ・ 2 日 （日）

 航空学生 
 高卒 （見込含む）

 21 歳未満の者 
 8 月 1 日 （金） ～ 9 月 10 日 （水） 9 月 23 日 （火）

 看護学生 
 高卒 （見込含む）

 24 歳未満の者 
 9 月 8 日 （月） ～ 30 日 （火）  10 月 25 日 （土）

 一般曹候補生
 18 歳以上 

 27 歳未満の者
 8 月 1 日 （金） ～ 9 月 10 日 （水） 9 月 20 日 （土） 

 2 等陸 ・ 海 ・ 空士
 18 歳以上 

 27 歳未満の者

 男子　年間を通じて行っています
 9 月24 日 （水） ～ 27日 （土） の

 いずれか 1日

 女子　8 月 1 日 （金） ～ 9 月 10 日 （水）  9 月 28 日 （日） ・ 29 日 （月） 

平成 20 年度自衛官募集案内

－問い合わせ－
自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所
　℡（０７９６）２２ ‐ ３９７８

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

特
定
非
営
利
法
人
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
上
山
高
原
の
自
然

や
、
麓
の
集
落
に
息
づ
く
自
然
と
共
生

し
た
暮
ら
し
を
体
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
草
木
染
め
教
室
」
参
加
者
募
集

　

自
然
の
素
材
を
利
用
し
た
「
草
木
染

め
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
３
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
内
容　

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、
ハ
ン

カ
チ
、
バ
ン
ダ
ナ
、
の
れ
ん
な
ど
を

染
め
ま
す

▼
参
加
費　

作
成
す
る
も
の
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

　
（
５
０
０
円
～
１
６
０
０
円
）

▼
参
加
資
格　

小
学
３
年
生
以
上

▼
募
集
人
員　

先
着
20
名

▼
募
集
期
限　

７
月
27
日
（
日
）

　

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

「
昆
虫
標
本
作
り
」
参
加
者
募
集

　

今
回
の
昆
虫
標
本
作
り
は
、
午
前
中

に
昆
虫
採
集
を
行
い
、
午
後
標
本
作
り

を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

　

小
中
学
生
１
名
に
つ
き
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
採
集
用
具

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
昆
虫
採
集
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
雨
天
に
備
え
て
採

集
し
た
昆
虫
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
い
く
つ

か
準
備
し
て
い
ま
す
）

▼
募
集
人
員　

先
着
30
名

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０
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２
０
０
８
但
馬〝
牛
ま
つ
り
〟

造
形
物
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　

本
年
も
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
但
馬
牛
な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
造
形
物
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
と
き　

９
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
3
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

▼
募
集
内
容　

但
馬
牛
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
造
形
物
を
つ
く
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
す
る

▼
コ
ン
テ
ス
ト

①
造
形
物
の
部
（
最
優
秀
賞
30
万
円
／

優
秀
賞
10
万
円
／
佳
作
５
万
円
）

②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
（
最
優
秀

賞
10
万
円
／
優
秀
賞
５
万
円
／
佳
作

３
万
円
）

③
参
加
賞
（
参
加
団
体
に
10
万
円
）

▼
表
彰　

特
選
１
点
（
賞
状
、
賞
品
）、

入
選
２
点
（
賞
状
、
賞
品
）、
参
加

賞　

応
募
者
全
員

▼
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
と
は
・
・
・

　
　

但
馬
牛
を
テ
ー
マ
と
し
て
す
べ
て

の
但
馬
の
人
々
が
心
を
一
つ
に
し
て

集
い
、
楽
し
む
と
と
も
に
、
但
馬
を

訪
れ
る
多
く
の
交
流
人
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
祭
り
と
し
て
、
平
成
６
年

か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　

毎
年
、
県
内
を
は
じ
め
、
県
外
か

ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

但
馬
牛
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
温
泉
総
合
支
所
振
興
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

「
低
学
年
水
泳
教
室
」 

参
加
者
募
集

　

個
々
で
異
な
る
泳
力
の
レ
ベ
ル
ご
と

に
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
に
到
達

で
き
る
よ
う
実
践
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
24
日（
木
）、31
日（
木
）、

８
月
７
日
（
木
）、
21
日
（
木
）、

　

28
日
（
木
）
５
回
予
定

▼
募
集
台
数　

先
着
10
台

▼
募
集
期
限　

８
月
29
日
（
金
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

衣
装
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
を
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
「
但
馬
牛
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
で
使
用
す
る

衣
装
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

但
馬
牛
が
衣
装
を
着
た

イ
メ
ー
ジ
図

▼
作
品
数　

１
人
１
点
（
未
発
表
の
も

の
に
限
る
）

▼
募
集
期
限　

8
月
８
日
（
金
）

▼
審
査
・
発
表　

審
査
は
、
実
行
委
員

会
で
行
い
、
発
表
は
審
査
終
了
後
入

賞
者
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、
ま
つ

り
当
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で

発
表
し
ま
す
。

　
（
１
・
２
年
）
午
前
９
時
30
分
～

　
　

10
時
30
分

　
（
３
年
）
午
前
10
時
40
分
～

　
　

11
時
40
分

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

▼
対
象　

小
学
校
１
～
３
年
生

▼
定
員　

各
学
年
30
人
程
度

▼
募
集
期
間　

７
月
14
日
（
月
）
～

　

18
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

サマージャンボ宝くじ 
１等・前後賞あわせて３億円

◆販売期間　７月 14 日（月）～８月１日（金）
◆抽 選 日　８月 12 日（火）

※宝くじの収益金は、明るく住みよいまちづくりに使わ
れます。収益金は、兵庫県内での販売実績に応じて
交付されますので、ぜひ県内でお買い求めください。

―問い合わせ―
㈶兵庫県市町村振興協会

℡（０７８）３２２ ‐ １１５１

昨年の作品

昨年の特選「コウノトリ牛」
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I N F O R M A T I O N
「
カ
メ
ラ
講
座
」
受
講
生
募
集

　

写
真
や
カ
メ
ラ
に
興
味
が
あ
る
人
、

写
真
に
撮
っ
て
み
た
い
も
の
が
あ
る
人

な
ど
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

平
成
20
年
９
月
～
平
成
21
年

３
月
（
４
回
程
度
）

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

猪
坂
悦
司
氏（
新
温
泉
町
湯
）

▼
内
容　

写
真
の
基
礎
等
学
習
会
、
撮

影
会
、
展
示
会
な
ど

※
カ
メ
ラ
は
フ
ィ
ル
ム
一
眼
レ
フ
に
限

ら
ず
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
等
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
人
（
初
心
者
の

人
に
も
や
さ
し
い
講
座
で
す
）

▼
参
加
費　

無
料

※
材
料
費
は
参
加
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
分
室　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

「
一
日
図
書
館
員
体
験
」 

参
加
者
募
集

　

町
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
て

「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
を
実
施
し
ま

す
。
本
や
図
書
館
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
受
験
資
格

◇
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
の
実

務
経
験
が
、
業
務
期
間
５
年
以
上
か

つ
業
務
に
従
事
し
た
日
数
が
９
０
０

日
以
上
（
一
部
は
10
年
以
上
か
つ

１
８
０
０
日
以
上
）
で
あ
る
者

◇
兵
庫
県
を
勤
務
地
と
し
て
前
項
の
業

務
に
現
在
従
事
し
て
い
る
者
、
若
し

く
は
前
項
の
業
務
に
現
在
従
事
し
て

い
な
い
が
兵
庫
県
に
現
住
所
を
有
す

る
者

※
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
受
験
の

手
引
き
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
９
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
参
加
対
象　

町
内
在
住
の
小
学
６
年
生

▼
内
容　

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
読

み
聞
か
せ
、
図
書
整
理
な
ど

▼
募
集
人
数　

４
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
て
決
定
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記

用
具
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
す
る
本
１
冊

▼
募
集
期
限　

８
月
１
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

第
11
回
兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員 

実
務
研
修
受
講
試
験

▼
試
験
日
程

◇
受
付
期
間

　

７
月
15
日
（
火
）
～
８
月
４
日
（
月
）

※
最
終
日
の
消
印
有
効

◇
試
験
日

　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～

「第６回新温泉町小中学生書作品展」作品募集

◇ 作 品 数　１人１点
◇作品題材　（小学校１・２年生）つり／どんぐり
　　　　　　（同３・４年生）大空／花火大会
　　　　　　（同５・６年生）竹馬／高原の風
　　　　　　（中学生）読書／歴史に学ぶ　
　　　　　　※半紙／半切
◇応募資格　町内の小・中学生
◇ 応 募 料　無料
◇募集期限　９月８日（月）必着
◇表　　彰　（小学生の部）教育長賞10点、奨励賞15点、
　　　　　　　　　　　　入選 40 点
　　　　　　（中学生の部）教育長賞 5 点、奨励賞 7 点、
　　　　　　　　　　　　入選 10 点

―問い合わせ―
　浜坂先人記念館「以命亭」

　℡（０７９６）８２ ‐ ４４９０

▼
受
験
の
手
引
き
配
布
場
所　

　

福
祉
課
介
護
保
険
係
若
し
く
は
、

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
研
修
所

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
５
２
１
１
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験
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狩
猟
免
許
試
験

　

兵
庫
県
で
は
、
今
年
度
も
次
の
と
お

り
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

８
月
４
日
（
月
）
～

　

19
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
８
月
18
日
（
月
）
ま
で

の
消
印
有
効

▼
知
識･

適
性
試
験
日
及
び
場
所

◇
と
き　

９
月
７
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ　

神
戸

▼
受
験
費
用　

５
３
０
０
円

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
９
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

　

兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
市
）

▼
受
講
料　

７
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月
１
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人
兵
庫
県
猟
友
会

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
８
１
２
７

▼
免
許
の
種
類

･

第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

･

第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

･

網
猟

･

わ
な
猟

▼
問
い
合
わ
せ　

豊
岡
農
林
振
興
事
務

所　

森
林
林
業
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内

　

狩
猟
免
許
試
験
受
験
者
を
対
象
に
し

た
、
知
識
・
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講

H20（2008）.7.10

広報しんおんせん（7月号）

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

美方広域消防本部消防職員募集

◇職種
　消防吏員（消防士）
◇採用予定人数
　3 人程度
◇受験資格
　１　高校を卒業（平成 21 年３月卒業見込みの者を
　　　含む。）した者で昭和 59 年４月２日から平成
　　　３年４月１日までに生まれた者
　２　次の身体要件を全て備えている者
　　　⑴視力が両眼とも 1.0 以上（矯正視力を含む。）
　　　　の者
　　　⑵その他身体機能に異常のない者
　３　地方公務員法第 16 条（欠格条項）に該当しな
　　　い者
◇第１次試験
　⑴と　き：９月 21 日（日）
　⑵ところ：香住文化会館（香美町香住区）
　　※体力測定は香住Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
◇申し込み受付期間
　７月 30 日（水）～８月７日（木）
　　※土曜、日曜日を除く
◇受験申込書交付場所
　美方広域消防本部、新温泉町役場総務課、
　温泉総合支所

―問い合わせ―
美方広域消防本部 管理課　

℡ （０７９６）９２－０１１９




